
1 

「平成２８年度第１回徳島市地域公共交通会議」 

会議録（要約） 

 

平成２８年６月２２日（水） 

午前１０時～１０時４０分 

徳島市役所 ８階 庁議室 

 

 欠席者 ０人、傍聴者 ０人 

 

 

１ 開  会 

 

 

２ 会長あいさつ 

  （豊井第二副市長） 

 

 

３ 委員の紹介 

  ６名の委員が交代したため、新しい委員を紹介 

   

 

４ 協議事項 

協議事項については、設置要綱第６条に基づき会長が議長となり、議事進行を執り行

う。 

 

（会  長） 

それでは、事務局に替わりまして、議事の進行をさせていただきます。 

はじめに、協議事項（１）の生活交通確保維持改善計画（案）について、事務局から

説明してください。 

 

（事 務 局） 

  生活交通確保維持改善計画（案）の説明 

 

（会  長） 

ただいま説明のありました計画案につきまして、ご質問、ご意見はございませんか。 
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（委  員） 

これまでの利用者の実績を教えてほしい。また、目標人数はどのように見込んでいる

のか。 

 

（事 務 局） 

利用者数の実績ですが、川内循環線は平成２５年度が１０万４，９００人、平成２６年

度が１１万１，６０１人、平成２７年度が１１万５，５６３人です。渋野線は平成２７年

度のみですが５万６，０７２人です。応神ふれあいバスは平成２５年度が３，８１４人、

平成２６年度が４，２５４人、平成２７年度が５，０６８人です。 

目標人数の見込みですが、川内循環線については、平成２６年度、平成２７年度の実績

と平成２８年度半年分の実績により算出しています。渋野線については、平成２７年度の

実績と平成２８年度半年分の実績により算出しています。応神ふれあいバスについては、

１便あたり５人を目標人数として運行日数などから算出しています。 

 

（会  長） 

他にご意見などもないようですので、計画案のとおり、ご承認いただいてよろしいで

しょうか。 

 

（会  場） 

異議なし。 

 

（会  長） 

ありがとうございました。それでは承認いただいた計画で国に提出したいと思います。 

続きまして、協議事項（２）のバス一日乗車券のスクラッチ方式への変更について、

事務局から説明してください。 

 

（事 務 局） 

  バス一日乗車券のスクラッチ方式への変更について説明 

 

（会  長） 

ただいま説明のありました内容につきまして、ご質問、ご意見はございませんか。 

 

（委  員） 

一日乗車券のスクラッチ方式への変更は、委員として要望してきたことでもあり、実

現して大変うれしく思う。今後のＰＲについて４点提案したい。気軽に購入できるよう

にコンビニエンスストアで販売してはどうか。また、乗車券に二次元コードを付けて、
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スマホでホームページに移動できるとありがたい。マチ★アソビやとくしまマルシェな

どとのコラボ券などがあるとよいのではないか。乗車券裏面のイラストも、市のイメー

ジアップキャラクター「トクシィ」は人気があるので使用するのは良いと思う。 

 

（会  長） 

ご提案いただいた内容については、お時間をいただき検討したいと思います。 

 

（委  員） 

  カレンダーの日を削り取るということだが、どういった方法か。 

 

（事 務 局） 

乗車日を決めずに購入いただけるようになっており、乗車する日（年・月・日）を削

り取ってご利用いただくものです。降車の際は、乗務員に乗車券の提示をお願いします。 

 

（会  長） 

本日の議事につきましては以上でございますが、その他、ご意見、ご質問がございま

したら、ご発言をお願いします。 

 

（委  員） 

  事前に会議資料をいただきたい。また、数値などは比較できる資料があると質問しや

すく、意見も言いやすい。 

 

（事 務 局） 

  今後は、可能な限り、会議資料の事前送付または事前説明に努めたいと思います。ま

た、比較できるような資料やわかりやすい資料作成を心掛けてまいります。 

 

（委  員） 

今後も、市営バス路線の民間委託を進めていく方針なのか。 

 

（会  長） 

  市営バス路線の移行に関しては、徳島市交通局経営計画及び徳島市地域公共交通総合

連携計画に基づき、平成２７年度に中央循環線、南部循環線、山城線を移行し、平成２

８年度には市原・島田石橋線を移行しました。平成２９年度は移行の予定はありません

が、平成３０年度以降に１路線程度の移行を予定しています。 
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（委  員） 

  連携計画の変更はないのか。 

 

（会  長） 

今後も連携計画をベースに民間委託を進めていきたいと考えております。 

 

（委  員） 

応神ふれあいバスが平成２８年３月２７日付けの東京新聞に掲載されたので、ご紹介

させていただく。 

 

（委  員） 

  記事には「運転手が不足している」と載っている。何か対策は。 

 

（会  長） 

  徳島バスさんでは、バスの運転に必要な大型二種免許取得に係る費用を全額貸し付け、

一定期間の乗務員勤務終了後は貸付金の返還を免除する「養成運転手制度」を設けるな

どにより、運転手の確保を図っているとお聞きしています。 

 

（会  長） 

本日の議事はすべて終了しましたので、事務局に進行をお返しします。 

委員の皆さんには、議事の円滑な進行にご協力いただきありがとうございました。今

後ともよろしくお願い申し上げます。 

 

５ 閉  会 

 

以  上 


